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【はじめに】水圏環境において、溶存有機物（DOM）の生産・変質・分解・残存は、

微生物ループ、炭素隔離、栄養塩再生などのプロセスを通じて、物質循環を駆動してい

る。水圏 DOMは様々な分解性を示す画分の混合物であるため、環境変動に対する DOM

の応答を制約するためにも、DOM の分解性の分布を制御するメカニズムの解明が重要

となる。これまでに、DOM の特性の中でも、特に分子サイズと生分解性が関連する傾

向（分解性が高分子＞低分子）が明らかになってきた。しかし、DOM の分子サイズと

分解性の詳細な対応関係や、関係性のメカニズムについては、依然として謎が多い。 

【方法】本研究では、分子サイズ別の DOM生分解特性の分布を明らかにし、その規定

要因を解明するため、琵琶湖の様々な地点・水深・季節における湖水 DOM（合計 17試

料）について、長期生分解実験を実施した。各分解実験は、暗所 20℃または 9℃で行い、

400日以上の期間について時系列で DOM試料を採取した。サイズ排除クロマトグラフ

－全有機炭素計（SEC-TOC）の分析から、DOM分子サイズ分布を定量した。分子サイ

ズ別（分子量 10万程度の高分子 DOMおよび分子量 2千程度の低分子 DOMの 2画分）

の溶存有機炭素（DOC）濃度の時間経過に伴う変化から、分子サイズ別生分解特性（準

易分解性画分の分解速度定数等）を算出した。 

【結果と考察】高分子 DOCの分解速度定数（k-d）は、20℃では 0.011~0.022の範囲で分

布し（平均 0.016）、高分子 DOC濃度と有意な正の相関を示した。低分子準易分解性 DOC

の k-dは、20℃では 0.004~0.012の範囲で分布し（平均 0.008）、腐植様蛍光の相対強度（細

菌由来 DOMの指標）と有意な負の相関を示した。一方で両画分の k-dとも、DOC平均

分子量やタンパク様蛍光相対強度とは、有意な相関を示さなかった。これらの結果をも

とに、両画分の k-dについて SEC-TOCの測定値から予測できる経験的なモデル式を作成

した。さらに、湖水中の分子サイズ別 DOC濃度と k-d予測値の月々変動から、分子サイ

ズ別に DOC の生産フラックスと総分解フラックス（＝生産フラックス＋正味分解フラ

ックス）を計算する手法を考案した。発表では、湖水 DOMの生産・分解フラックスが

琵琶湖表層・深水層の物質循環に寄与する役割の定量的議論も示す。 
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